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　２月定例会は 2 月 28 日に開会し、３月 23 日に閉会しました。当初予算９件、補正予算８件、条
例８件（うち委員会提出１件）、一般７件、人事２件の計 34 議案のうち１件を修正可決、その他議
案を可決（承認・同意を含む）しました。
　令和４年度の一般会計当初予算は、前年度に比べ 26 億円増の１，０３９億６，９００万円となりま
した。

令和４年度の重点取組

令和４年度の予算

１．すべての市民に“安心と安全”を
２．子どもたちに“笑顔と輝く未来”を
３．働く人・事業者に“豊かさと安心”を
４．住む人・来る人に“よりよいまちの実感”を

◆社会保障関係経費の増加が見込まれる中、地方が地域社会のデジタル化や脱炭素化の取り組
み等の推進、消防・防災力の一層の強化等の重要課題に取り組みつつ、安定的に財政運営を
行うことができるよう、地方一般財源総額について、前年度と同水準を確保することとされ
ている。

◆経済状況については、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい状況にある。
国の各種政策の効果等もあって、景気が持ち直していくことが期待されるものの、新たな変
異株の出現による感染症の拡大への懸念が生じており、地域経済の回復はいまだ途上にある。

◆健全な財政運営に配慮しつつ、限られた財源を最大限に活用し、重点的に取り組む４つの柱
を着実に遂行し、市民が暮らしやすい、豊かなまちづくりに資する予算編成を講じている。

背　  景背　  景

令和４年度の予算総額
会　　計 予算額 増　　減（前年度比）
一般会計 １，０３９億６，９００万円 ２６億円　（２．６％）

特
別
会
計

国民健康保険 ２６１億４，６００万円 △２億７，７００万円（△１．０％）

国民健康保険診療所 １億１，９００万円 ７００万円　（６．３％）

後期高齢者医療 ３６億６，１００万円 ２億１，６００万円　（６．３％）

企
業
会
計

自動車運送事業（市営バス） １２億１，２００万円 △８００万円（△０．７％）

水道事業 ７５億２，９００万円 ６億９，０００万円（１０．１％）

工業用水道事業 １，８００万円 ―　万円　（０．０％）

下水道事業 １７０億９，１００万円 △７億５，８００万円（△４．２％）

富士大和温泉病院事業 １７億３００万円 △９，２００万円（△５．１％）

※ 端数処理のため、増減率が一致しない場合があります。

　「動きます、佐賀市。」をスローガンに、令和４年度において特に重点的に取り組む内容
を４本の柱でまとめた。
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◎令和４年度当初予算一般会計の状況
【歳入】 〔歳入総額　1,039億6,900万円〕

【歳出】 〔歳出総額　1,039億6,900万円〕

《款　別》 《性質別》

市税
（309.4 億円）
29.8％

国庫支出金
（192.5 億円）
18.5％

地方交付税
（180.0 億円）
17.3％

市債
（73.0 億円）
7.0％

県支出金
（106.5 億円）
10.2％

交付金
（67.2 億円）
6.5％

地方譲与税
（７.8億円）
0.7％

人件費
（157.6 億円）
15.2％

扶助費
（307.2 億円）
29.5％

民生費
（438.0 億円）
42.1％

総務費
（141.0 億円）
13.6％

教育費
（86.8 億円）
8.4％

公債費
（97.1 億円）
9.3％

衛生費
（91.3 億円）
8.8％

農林水産業費
（34.7 億円）
3.3％

消防費
（39.9 億円）
3.8％

商工費
（25.8 億円）
2.5％ 災害復旧費

（8.0 億円）
0.8％

議会費
（5.9 億円）
0.6％

その他
（3.6 億円）
0.3％

土木費
（67.7 億円）
6.5％

繰出金
（123.1 億円）
11.8％

補助費等
（73.3 億円）
7.1％

維持補修費
（23.5 億円）
2.3％

その他
（12.3 億円）
1.2％

積立金
（10.7 億円）
1.0％

物件費
（122.2 億円）
11.8％

投資的経費
（112.6 億円）
10.8％

公債費
（97.1 億円）
9.3％

自主財源
（412.8 億円）
39.7％

依存財源
（626.9 億円）
60.3％

義務的経費
（561.9 億円）
54.0％

その他の
経費

（477.8 億円）
46.0％

繰入金
（31.8 億円）
3.1％

諸収入
（25.4 億円）
2.4％

使用料及び手数料
（18.8 億円）
1.8％

分担金及び負担金
（4.5 億円）
0.4％

寄附金
（20.0 億円）
1.9％

その他
（3.0 億円）
0.3％

※端数処理のため構成比が一致しない場合があります。


